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厚生労働科学研究費補助金（地球規模保健課題解決推進研究事業） 

令和２年度総合研究報告書  

 

「各国の国際保健政策の分析を踏まえた、日本の国際保健分野への戦略的・ 

効果的な介入の開発研究」（H30-地球規模-一般-001） 

 

研究代表者 渋谷健司  東京大学大学院医学系研究科 国際保健政策学教室 客員研究員 

 

研究要旨  

昨今、国際社会の枠組みが激変する中で、グローバル・ヘルスも大きく変化している。特に、グ

ローバル・ヘルス政策への米国の影響力に陰りが見え、さらに、中国の「一帯一路」政策におい

ても保健医療は重要な要素となり、グローバル・ヘルスは国際政治色をさらに色濃く反映したも

のへと変化している。今後は、従来の枠組みにとらわれない、多種多様なプラットフォームにお

ける政策議論についてより詳細な分析を進めていくことが求められている。本研究では、諸外国

及び民間セクター・市民社会における政策・資金援助動向について詳細な検証を行い、保健課題

に関する議論が年々増している G20や G7等の各種会合における政策議論を分析することによっ

て、我が国が効果的かつ効率的に貢献する方策について提案を行った。 

本研究初年度(2018 年度)には、国立国際医療研究センター(NCGM) 国際医療協力局 グローバル

ヘルス政策研究センター（iGHP）及びゲイツ財団との協力のもと、2012 年から 2016 年におけ

る我が国の国際保健分野における資金動向に関する分析を行い、その成果については論文や学会

発表の他、NCGM のホームページにてインターアクティブ・ツールとして公開し広く一般の方

がアクセスできるようになっている。また、国際開発援助全体における保健分野及び他分野への

資金の動向を評価することも重要な指標となるため、OECD DAC の 29 カ国における 2011−2018

年の国際開発の分野別資金動向に関する比較研究も実施し、論文に掲載された。同 29 カ国の保

健分野別動向の国際比較研究も実施し、論文にまとめている。 

G20 や主要会合の政策議論においては、2019 年 G20 や TICAD に向けて国際保健の主要課題の

中でも特に Health Security（公衆衛生危機）を取り上げ、その政策的動向について分析を行い、

同テーマのシミュレーションエクササイズの資料開発を G20 岡山保健大臣会合に向けて行った。

さらに、2019 年大阪 G20 サミットで取り上げられたユニバーサル・ヘルス・カバレッジ(UHC)

やデータガバナンスの議論を基に、ポスト大阪 G20 への提言としてデータガバナンス方針が

UHC 達成にもたらす影響に関して調査を実施し、論文としてまとめて公表した。 

これらの研究から得られた知見は、我が国のグローバル・ヘルスにおけるプレゼンスと知的貢献

の強化に直接資するものである。
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Ａ．研究目的  

我が国は、2016 年に日本で開催された G7伊

勢志摩サミットでも保健を重要議題の一つ

として取り上げ、また 2017年に UHC フォー

ラムを開催する等、ここ数年で我が国のグロ

ーバル・ヘルス分野における存在感は増して

いる。 

 

しかし、昨今、国際社会の枠組みが激変する

中で、グローバル・ヘルスも大きく変化して

いる。特に、グローバル・ヘルス政策への米

国の影響力に陰りが見え、さらに、中国の「一

帯一路」政策においても保健医療は重要な要

素となり、グローバル・ヘルスは国際政治色

をさらに色濃く反映したものへと変化して

いる。今後は、従来の枠組みにとらわれない、

多種多様なプラットフォームにおける政策

議論についてより詳細な分析を進めていく

ことが求められている。しかし、これまで、

諸外国における国際保健分野での政策的動

向について、包括的かつ系統的な枠組みに基

づいた検証がなされていない。本研究では、

諸外国及び民間セクター・市民社会における

政策・資金援助動向について詳細な検証を行

い、G20や G7等の各種会合において我が国が

効果的かつ効率的に貢献する方策について

提案を行う。本研究は、G7伊勢志摩サミット

に向けて我が国の国際保健外交政策の政策

指針をまとめた実績のある研究者が中心と

なり実施されるため、研究成果が確実に期待

できる。 

 

上記目的を視野に以下4つの研究を実施する。 

1) 我が国における援助資金動向の整理 

2) 民間セクターにおける援助動向の整理 

3) G20主要課題における最近の議論の整理 

4) ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ

（UHC）Day におけるサイドイベントの

実施 

 

本研究では、政策分析と定量的分析の 2つの

アプローチを有機的に用いて、諸外国及びプ

ライベートセクターにおける政策・資金援助

動向について検証を行い、G7/G20 や TICAD

等の各種会合において我が国が効果的かつ

効率的に貢献する方策及び政策について提

案を行う。被援助国保健省を中心に我が国の

援助実績に関するヒアリングを通じて我が

国におけるグローバル・ヘルス分野における

貢献についても包括的に検証を行うことで、

我が国の比較優位性・弱点についても明らか

にし、戦略的かつ効果的な日本のグローバ

ル・ヘルス分野への貢献を実施できる基盤作

りを行うとともに、ハイインパクト・ジャー
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ナルへの論文準備などを通して人的資源の

政策形成能力強化の機会を提供する。公開文

書や関係者へのインタビューを中心に分析

し、過去の討議内容の詳細な分析や背景情報

の検討を通じて効果的な介入方法を提案す

るとともに、その得られた成果については学

術論文への公表、国際会議での発表を行い、

広く諸外国に広める。また、G7/G20や TICAD

等の各種会合における準備プロセスに於い

て、必要に応じ技術支援も提供する。 

 

Ｂ．研究方法  

本研究は３年計画のもとで実施予定である。

各年度における具体的な研究計画について

は以下の通り。 

2018 年度：1.班会議（5 月：東京）：3 年間

の総目標と年度別の研究目標、および研究者

の役割分担と連携を確認する。2.各分担研究

者・研究協力者の準備と研究実施（5－10

月）：研究課題について、包括的な実証分析

のために、関連するデータの収集を実施。具

体的には、各国政府が発表する国際保健関連

の戦略やイニシアチブ、毎年開催される

G7/G20（及び関連する大臣会合）、TICAD、

ASEAN 会合等における各国の発言・議事録

及び関連資料。同時に、分析方法の検討を行

う。これらデータ及び方法論をもとに本研究

班の統括のもとに分析を進める。また、これ

までの我が国におけるグローバル・ヘルス分

野における貢献についても包括的検証を行

い、その比較優位性並びに弱点についても抽

出する。具体的には、過去発表された各種政

府イニシアチブ、G7/G20 や TICAD 等国際

会議における我が国の発言や議事録等の関

連資料の分析を行う。3. 被援助国でのヒア

リング（6-12 月）：アジア・アフリカの被援

助国にて、日本を含めた主要ドナーの援助状

況に関してヒアリングを実施する。4.関連会

合における技術支援：必要に応じて、G7 等

の関連会合における準備プロセスに於いて

必要な技術支援を提供する。 

2019 年度：1. 班会議（4 月：東京）：全体会

議を毎年 2 回開催する。2. 研究の中間報告

会（9 月）：各分担研究者より研究の経過報

告を行う。分析を年度内に完了し、最終レポ

ートの草稿を作成する。2018 年度に実施す

る 3.及び 4.については 2019 年度も継続して

実施する。 

2020 年度：これまでの学際的な研究活動を

集大成し、我が国のグローバル・ヘルス分野

における効果的なイニシアチブの取り方に

関する戦略提言書を提出する。学術誌への論

文発表も行い、また本研究班からの成果は特

に国内外の学会や会議にて積極的に発表す

る。成果はすべて一般公開し、広く 市民社

会への還元を図る。 

 

Ｃ．研究結果  

１）我が国における資金援助動向の整理 

国際保健分野における政策的動向を評価す

るうえで重要な指標となるのが、その国の国

際保健分野における資金の流れである。具体

的には経年的に国際保健分野への投資額が

どのように変化したか、どのような国・地域、

分野への投資が行われているか、どのような

組織（二国間協力、多国籍機関等）を経由し

て資金を投入しているか等である。2018 年

は、国立国際医療研究センター(NCGM) 国
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際医療協力局 グローバルヘルス政策研究セ

ンター（iGHP）及びゲイツ財団との協力の

もと、我が国における 2012 年から 2016 年

における国際保健分野における我が国の資

金動向に関する分析を行った。その成果につ

いては Japan Tracker という名前で NCGM

のホームページに公開し広く一般の方がア

ク セ ス で き る よ う に な っ て い る

(https://japan-tracker.org)。 2019年度は、

Japan Tracker を使用し、資金の流れに関す

る分析を行い、結果を第 34 回日本国際保健

医療学会で発表した。さらに、論文が

Globalization and Health でも受理され、

2020 年 4 月に掲載された。 

また、国際開発・援助分野全体における保健

分野及び他分野への資金の動向を評価する

ことも重要な指標となるため、OECD DAC

の 29カ国における 2011−2018年の国際開発

の分野別資金動向に関する比較研究も実施

し、2021 年 4 月に論文が Global Health 

Action に掲載された。同 29 カ国の保健分野

別動向の国際比較も実施し、論文にまとめて

いる。 

 

２）民間セクターにおける援助動向の整理 

本研究では、G7 等の古典的ドナーにとどま

らず、G20 等の新興国や民間機関・慈善団体

等における国際保健分野の政策動向及び資

金援助動向に関しても調査を行うことを目

的としている。2018 年に国際保健分野の最

重要ドナーとも言えるゲイツ財団との協働

の元で、ゲイツ財団の国際保健政策に関して

分析を行った。 

 

３）G20 主要課題における最近の議論の整理 

2019 年に開催された G20 大阪サミットにお

いて検討された保健課題のうち、主に

Health Security（公衆衛生危機）及び AMR

（薬剤耐性）に関して G7 を中心とする議論

の動向について分析・整理を行った。特に

Health Security に関しては、当時コンゴ民

主主義共和国で発生していたエボラ出血熱

の流行を事例とし、関係諸機関へのインタビ

ューを実施、その結果については厚生労働

省・外務省職員向けに 2019 年 7 月に発表を

行い、論文としてまとめて公表予定である。

また、結核に関しては 2018 年に開催された

国連結核ハイレベル会合に関連して、国際的

な動向について分析を実施した。その結果に

ついては BMC public health に掲載された。 

 

さらに、2019 年 10 月開催された G20 岡山

保健大臣会合の主要課題の一つである

Health security に関連して実施されたパン

デミックシミュレーションのエクササイズ

用資料の開発と当日の運営補助を行った。エ

クササイズ資料は当教室ホームページにて

公開している。 

 

また、2019 年に日本が初めて G20 サミット

を主催した際に取り上げられた Data Free 

Flow with Trust をはじめとするデータガバ

ナンスの議論が主要国で繰り広げられてい

る。医療や健康にまつわる情報もデジタル化

している中、データガバナンス方針が UHC

達成にもたらす影響に関して調査を実施し

た。結果は論文として Global Health Action

に掲載された。 

 

https://japan-tracker.org/
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４）UHC Day イベントの開催 

2016 年 G7 伊勢志摩サミットでも主要議題

として取り上げ、その後も我が国の国際保健

政策の中心である UHC（ユニバーサル・ヘ

ルス・カバレッジ）に関連して、UHC Day

記念イベントを 2018年 12 月に及び 2019年

12 月に実施した。 

2018 年はタイ、中国、日本、JICA 及びゲイ

ツ財団から専門家を招聘し一般向けのグロ

ーバルにUHC を考える公開イベントを実施

し、当日は約 130 名が参加した。 

2019 年は国連ハイレベル会合にて UHC 宣

言が催促された後の 12 月に実施された。同

年では国内における UHC を中心に、国内専

門家とだれも取り残さない保健医療のあり

方について検討するイベントを公開した。当

日は約 100 名が参加した。 

 

D. 考察 

１）本研究成果はグローバル・ヘルス分野に

おける、我が国の政策形成能力と知的貢献

（thought leadership）の強化に直接的に資

する：激変する国際保健情勢を分析し我が国

のより良い介入方法に関して提言を行った

ことで、日本のグローバル・ヘルス分野への

貢献がより戦略的かつ効果的なものとなる

ことが期待される。特に、我が国の比較優位

性・弱点についても明らかにするとともに、

人的資源の政策形成能力強化の機会を提供

した。２）2019 年 G20 等においてグローバ

ル・ヘルスのモメンタムの維持並びに我が国

のプレゼンスの向上に資する：2016 年 G7

伊勢志摩サミット、G7 神戸保健大臣会合、

TICAD 並びに 2017 年 UHC フォーラム等、

近年我が国のグローバル・ヘルス分野におけ

るプレゼンスは増している。本研究活動を通

じて、2019年 G20、国連総会（結核ハイレベ

ル会合、UHC ハイレベル会合）や主要国際保

健会合などにおいて我が国が引き続きグロ

ーバル・ヘルスを牽引する存在であることに

貢献した。３）グローバル・ヘルスと国内医

療政策の整合性を図る：2015 年に発表され

た「保健医療 2035」の中でも、３つの柱の

一つとして我が国がグローバル・ヘルスを牽

引する存在となることが目標として掲げら

れているが、本研究はそのビジョンにも添う

ものである。 

なお、本研究の成果は報告者や学術誌のみな

らず、各種国際会議などにおいて報告し、成

果を積極的に発表し広く社会へ還元してい

る。 

 

今後の我が国がより効果的に保健分野にお

けるイニシアチブを取るための方策として、

本研究の発見から短中期的な視点で以下の2

点においての提案が可能である。 

 

-2020年に世界的大流行したCOVID-19パン

デミック前は、途上国にみならず先進国にも

おける公衆衛生危機への備えと対応に関す

る保健システムの根本的な脆弱性を明らか

にし、それをどのように強化するかについて

大きな議論を巻き起こした。我が国は、2016

年のG7や2019年のG20で議長国であることを

機に、これら政治的プラットフォームを活用

して諸外国との連帯感を高め、公衆衛生危機

への備えと保健システム強化のための連携

に貢献してきた。今、COVID-19パンデミック
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を機にグローバルヘルス分野の重要性が改

めて再認識され、新たな枠組みが発足する中、

グローバルヘルスにおける我が国のリーダ

ーシップを維持するには、従来のODAでの貢

献の他に、政治的影響力が発揮できるG7, G20

をはじめとしてとする多種多様なプラット

フォームを活用し続けることが望ましい。 

 

また、健康危機への備えだけではなく、持続

可能な開発目標(SDGs)の目標の一つである

UHC達成に向けても、日本の貢献が引き続き

期待される。我が国は、G7をはじめとして、

WHO関連会合、国連総会、G20/TICAD及びUHC 

ForumやUHC2030などの国際的プラットフォ

ームを活用して積極的にUHCを促進してきた。

しかしながら、UHCに関連する多くのアクタ

ーがいる中、日本が引き続き本領域における

リーダーシップを発揮していくには、上記の

プラットフォームを引き続きうまく活用し、

日本の貢献を差別化していくことが必要不

可欠となる。 

 

E. 結論  

我が国は、2016 年に日本で開催された G7伊

勢志摩サミットや 2019 年の G20 大阪サミッ

トでも保健を重要議題の一つとして取り上

げ、また 2017年に UHC フォーラムを開催す

る等、ここ数年で我が国のグローバル・ヘル

ス分野における存在感は増している。しかし、

昨今、国際社会の枠組みが激変する中で、グ

ローバル・ヘルス・アーキテクチャーも大き

く変化している。今後は、従来の枠組みにと

らわれない、多種多様なプラットフォームを

活用して貢献していくことが求められてい

る。 

本研究ではこれらプラットーフォームにお

ける多種多様なアクターの援助動向を多角

的に分析し、UHC 達成に向けた取り組みなど

を提言してきたが、今後とも激変していくグ

ローバル・ヘルス・アーキテクチャーにおい

て、我が国が効果的かつ効率的に国際保健に

貢献できる方策について、研究と提言を継続

していく。 
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